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(57)【要約】
【課題】配線を露出させず、作業性とデザインの自由度
とを向上させる。
【解決手段】イルミネーション装置２は、発光ユニット
３とジョイント４と電力供給装置５とを備えている。発
光ユニット３は、基板１０の表面に発光ダイオード１２
ａ～１２ｃを、基板１０の内部にこれら発光ダイオード
１２ａ～１２ｃと電気的に接続される回路１３ａ、１３
ｂを有している。発光ユニット３の側面には、凹陥部１
４が形成され、この凹陥部１４には、外部からこの回路
１３ａ、１３ｂに電力を導く端子１７、１９が設けられ
る。ジョイント４は、発光ユニット３、３間を接離可能
に接続し発光ユニット３、３同士の端子１７、１９を電
気的に接続する。電力供給装置５は、発光ユニット３に
接続され、電源から発光ユニット３に電力を供給するよ
うになっている。ジョイント４の鍔部２１、２２を凹陥
部１４に嵌合させて発光ユニットとジョイント４を接続
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面に通電により発光する発光体を、内部にこの発光体と電気的に接続される回路を、
側面に外部からこの回路に電力を導く端子をそれぞれ有する複数の発光ユニットと、
　発光ユニット間に着脱自在に取り付けられ、発光ユニットの端子同士を電気的に接続す
る接続部材と、
　発光ユニットまたは接続部材のうち少なくともいずれか一方に接続され、電源から発光
ユニットに電力を供給する電力供給装置とを備えたことを特徴とするイルミネーション装
置。
【請求項２】
　発光ユニットを板状に形成し、発光ユニット側面を凹陥させて形成するとともにこの凹
陥部に端子を設け、接続部材の着脱部を上記凹陥部に合致させて形成し、接続部材の着脱
部を凹陥部に嵌合させて発光ユニットと接続部材とを接続することを特徴とする請求項１
に記載のイルミネーション装置。
【請求項３】
　発光ユニットを正多角形状に形成したことを特徴とする請求項１または２に記載のイル
ミネーション装置。
【請求項４】
　接続部材を介して接続された複数の発光ユニット上で発光体がほぼ均等に配置されるよ
う発光ユニットにおける発光体の位置と発光ユニット間に配される接続部材の幅とを設定
したことを特徴とする請求項１ないし３のうちいずれか１に記載のイルミネーション装置
。
【請求項５】
　発光体を発光ダイオードまたは有機エレクトロルミネッセンスにより構成したことを特
徴とする請求項１ないし４のうちいずれか１に記載のイルミネーション装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明、装飾、広告または表示用のイルミネーション装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、店舗内のディスプレイや店舗の看板、イベント会場などでは、人目を引くイル
ミネーション装置や電飾看板が使用される。これらの使用にあたっては、デザイン性の高
い発光効果や照明効果だけでなく、設置の容易さ、機能性、消費電力の低さ、コストの低
さなどが求められる。このため、従来、六角形状の箱体状基板に発光素子を配置した発光
ユニットが知られている（例えば、特許文献１参照。）。また、多角形状をしたフレキシ
ブル多層基板の一面に異なる色の発光ダイオードが実装された発光ユニットが知られてい
る（例えば、特許文献２参照。）。
【特許文献１】特開２００７－２１３９４３号公報（第４、５頁、図２）
【特許文献２】特開２００３－１６８３０５号公報（第５、６頁、図５）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１に係る発光ユニットでは、箱体状基板の回路から延びる配線
コードを端子孔を通じて外部に導き、この配線コードを外部直流電源に接続してＬＥＤを
通電（ＤＣ１２Ｖ、２０ｍＡ）させることで、発光させるようになっている。このため、
多数の発光ユニットを面状に並べて用いると、多数の配線を引き回さなければならず、発
光ユニットと電源との間の配線の処理に難渋するという問題がある。また、特許文献２に
記載の発光ユニットでは、発光ユニットの端子同士を、発光ユニット側端子と同じパター
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ンで形成された接続電極列を表面に有するジョイント基板により押圧して両者を圧着した
後、加熱して接着剤により固着するようになっている。このため、一旦、ジョイント基板
が発光ユニットに固着してしまうと、ジョイント基板と発光ユニットとを切り離すことが
できず、１回の用途にしか用いることができないという問題がある。
【０００４】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたもので、簡素な構成で作業性とデザイン
の自由度とを向上させ、しかも、複数の発光ユニットを自在に組み合わせて何度も使用す
ることができ、コストダウンを図ることができるイルミネーション装置を提供することを
目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の請求項１に係るイルミネーション装置は、表面に通電により発光する発光体を
、内部にこの発光体と電気的に接続される回路を、側面に外部からこの回路に電力を導く
端子をそれぞれ有する複数の発光ユニットと、発光ユニット間に着脱自在に取り付けられ
、発光ユニットの端子同士を電気的に接続する接続部材と、発光ユニットまたは接続部材
のうち少なくともいずれか一方に接続され、電源から発光ユニットに電力を供給する電力
供給装置とを備えたことを特徴とするものである。
【０００６】
　本発明の請求項１に係るイルミネーション装置では、表面に通電により発光する発光体
を、内部にこの発光体と電気的に接続される回路を、側面に外部からこの回路に電力を導
く端子をそれぞれ有する複数の発光ユニットと、発光ユニット間に着脱自在に取り付けら
れ、発光ユニットの端子同士を電気的に接続する接続部材と、発光ユニットまたは接続部
材のうち少なくともいずれか一方に接続され、電源から発光ユニットに電力を供給する電
力供給装置とを備えたので、所望の場所で、接続部材を介して発光ユニットを自在に組み
合わせて接続すると、接続された発光ユニットは互いに回路が電気的に接続される。この
ため、配線が外部に露出することなく、電力供給装置から発光ユニットまたは接続部材の
うち少なくともいずれか一方に電力が供給されると、接続された発光ユニットの発光体が
通電され発光体が発光する。使用後、電力供給装置との接続を解き、接続部材と発光ユニ
ットとを切り離すと、再度自在な組み合わせでイルミネーション装置を構成することがで
きる。
【０００７】
　また、本発明の請求項２に係るイルミネーション装置は、発光ユニットを板状に形成し
、発光ユニット側面を凹陥させて形成するとともにこの凹陥部に端子を設け、接続部材の
着脱部を上記凹陥部に合致させて形成し、接続部材の着脱部を凹陥部に嵌合させて発光ユ
ニットと接続部材とを接続するようにしたことを特徴とするものである。
【０００８】
　本発明の請求項２に係るイルミネーション装置では、発光ユニットを板状に形成し、発
光ユニット側面を凹陥させて形成するとともにこの凹陥部に端子を設け、接続部材の着脱
部を上記凹陥部に合致させて形成し、接続部材の着脱部を凹陥部に嵌合させて発光ユニッ
トと接続部材とを接続するようにしたので、発光ユニットを面状に敷き広げて用いること
ができ、発光ユニットと接続部材との接続をワンタッチで行うことができ、組み付けの作
業性が向上する。
【０００９】
　さらに、本発明の請求項３に係るイルミネーション装置は、発光ユニットを正多角形状
に形成したことを特徴とするものである。
【００１０】
　本発明の請求項３に係るイルミネーション装置では、発光ユニットを正多角形状に形成
したので、多彩な組み合わせでデザイン性の豊かなイルミネーション装置が得られる。
【００１１】
　本発明の請求項４に係るイルミネーション装置は、接続部材を介して接続された複数の
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発光ユニット上で発光体がほぼ均等に配置されるよう発光ユニットにおける発光体の位置
と発光ユニット間に配される接続部材の幅とを設定したことを特徴とするものである。
【００１２】
　本発明の請求項４に係るイルミネーション装置では、接続部材を介して接続された複数
の発光ユニット上で発光体がほぼ均等に配置されるよう発光ユニットにおける発光体の位
置と発光ユニット間に配される接続部材の幅とを設定したので、発光ユニットを接続して
どのように組み合わせても、発光体はほぼ均等に配置されるので、明かりむらがなくデザ
イン性に優れた光模様を得ることができる。
【００１３】
　本発明の請求項５に係るイルミネーション装置は、発光体を発光ダイオードまたは有機
エレクトロルミネッセンスにより構成したことを特徴とするものである。
【００１４】
　本発明の請求項５に係るイルミネーション装置では、発光体を発光ダイオードまたは有
機エレクトロルミネッセンスにより構成したので、消費電力を抑えることができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に係るイルミネーション装置は、表面に通電により発光する発光体を、内部にこ
の発光体と電気的に接続される回路を、側面に外部からこの回路に電力を導く端子をそれ
ぞれ有する複数の発光ユニットと、発光ユニット間に着脱自在に取り付けられ、発光ユニ
ットの端子同士を電気的に接続する接続部材と、発光ユニットまたは接続部材のうち少な
くともいずれか一方に接続され、電源から発光ユニットに電力を供給する電力供給装置と
を備えたことにより、作業性とデザインの自由度を向上させることができるとともに、複
数の発光ユニットを自在に組み合わせて何度も使用することができ、コストダウンを図る
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　作業性の向上を図るとともに、デザインの自由度の向上を図るという目的を、表面には
通電により発光する発光体を、内部にはこの発光体と電気的に接続される回路を、側面に
は外部からこの回路に電力を導く端子をそれぞれ有する複数の発光ユニットと、発光ユニ
ット間に着脱自在に取り付けられ、発光ユニットの端子同士を電気的に接続する接続部材
と、発光ユニットまたは接続部材のうち少なくともいずれか一方に接続され、電源から発
光ユニットに電力を供給する電力供給装置とを備え、多角形状に形成された発光ユニット
側面を凹陥させて端子を設け、接続部材の発光ユニットとの着脱部を上記凹陥部に合致さ
せて形成し、接続部材の着脱部を凹陥部に嵌合させて発光ユニットと接続部材とを接続し
たことにより実現した。
【実施例１】
【００１７】
　以下、図面に示す実施例により本発明を説明する。図１および図２はそれぞれ、本発明
の第１の実施例に係るイルミネーション装置を示す全体図およびそのイルミネーション装
置の一部を構成する発光ユニットの斜視図を示す。本実施例に係るイルミネーション装置
２は、図１に示すように、複数の発光ユニット３と、これら発光ユニット３間に着脱自在
に取り付けられ、発光ユニット３間を電気的に接続するジョイント（接続部材）４と、発
光ユニット３に接続され、商用電源から発光ユニット３に電力を供給する電力供給装置５
とを備えて構成される。
【００１８】
　発光ユニット３は、図２ないし図４に示すように、合成樹脂からなる正三角形の板状基
板（本体）１０からなっている。基板１０の中心には、取り付け用の孔１１が形成される
。この基板１０の上面（表面）には、中心孔１１と基板１０の各端部１０ａないし１０ｃ
との間に、通電により発光する発光ダイオード（発光体）１２ａ～１２ｃが設けられる。
これら発光ダイオード１２ａ～１２ｃには、図７および図８に示すように、外部からの電
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力を導いて発光ダイオードを通電させる回路１３ａ、１３ｂが接続される。基板１０は、
上下２枚のプレートを溶着させて形成される。すなわち、一方のプレートには、回路１３
ａ、１３ｂと抵抗器Ｒと発光ダイオード１２ａ～１２ｃとを組み付け、他方のプレートに
は、発光ダイオード１２ａ～１２ｃを収容する収容孔を形成して、一方のプレートに他方
のプレートを重ね溶着するようになっている。
【００１９】
　正三角形状基板１０の各側面の長手方向中央部表裏側にはそれぞれ、内側向かって後退
した半円状の凹陥部１４が形成される。すなわち、これら半円状凹陥部１４は、基板１０
の隣接する端部１０ａ－１０ｂ、１０ｂ－１０ｃ、１０ｃ－１０ａ間の中央に形成される
ようになっている。この凹陥部１４の上下面にはそれぞれ、側面に平行な凸条部１５が形
成される。上側半円状凹陥部１４ａの後退した湾曲壁面１６のうち最も内側に後退した部
位には、プラス側端子１７が露出して設けられる。下側半円状凹陥部１４ｂの後退した湾
曲壁面１８のうち凸条部１５が連続する部位の下方には、マイナス側端子１９が露出して
設けられる。これら端子１７、１９はそれぞれ、上側回路１３ａと下側回路１３ｂとに接
続され、外部から回路１３ａ、１３ｂに電力を導くようになっている。
【００２０】
　ジョイント４は、図５および図６に示すように、縦横高さがそれぞれ、ｍ１、ｍ２、ｍ
３の寸法を有する合成樹脂製の四角柱状の直方体からなる本体２０を有している。この本
体２０の横寸法ｍ２は、発光ユニット３の三角形状上面（下面）の一辺の長さ（図３参照
）に、ジョイント４の高さ寸法ｍ３は、発光ユニット３の厚さ寸法（図４参照）にそれぞ
れ合致するようになっている。ジョイント４の本体２０には、両側面の長手方向中央部に
上面２０ａと下面２０ｂとからそれぞれ外側に向かって半円形状で突出する上下一対の鍔
部（着脱部）２１、２２が形成される。これら鍔部２１、２２は、上側鍔部２１が基板１
０の上側凹陥部１４ａとそこに形成された凸条部１５とに合致して形成され、下側鍔部２
２が下側凹陥部１４ｂとそこに形成された凸条部１５とに合致して形成されるようになっ
ている。このため、上下一対の鍔部２１、２２が凹陥部１４に嵌め入れられて湾曲曲面１
６に当接すると、上下の凸条部１５、１５がそれぞれ鍔部２１、２２の凹部に嵌って係止
され、抜け止めが図られるようになっており、ジョイント４は発光ユニット３に連結され
るようになっている。ジョイント４と発光ユニット３とが連結されると、本体２０の高さ
ｍ３と発光ユニット３の厚さ寸法ｍ３は一致しているので、ジョイント４の上面と発光ユ
ニット３の上面およびジョイント４の下面と発光ユニット３の下面とはそれぞれ同一の平
面が形成されるようになっている。ジョイント４の縦寸法ｍ１は、ジョイント４を介して
連結される三角形状基板１０間の間隔を決定するようになっている。
【００２１】
　ジョイント４の上側鍔部２１、２１には、ジョイント４と発光ユニット３とを連結した
際、基板１０のプラス側端子１７と電気的に接続される接続端子２３、２４が設けられ、
これら両接続端子２３、２４間は配線で接続される。また、ジョイント４の下側鍔部２２
、２２には、ジョイント４と発光ユニット３とを連結した際、基板１０のマイナス側端子
１９、１９と電気的に接続される接続端子２５ａ、２５ｂ、２６ａ、２６ｂが設けられる
。一方の下側鍔部２２の接続端子２５ａ、２５ｂ同士、または接続端子２６ａ、２６ｂ同
士は配線で接続される。そして、これら両方の下側鍔部２２、２２の接続端子２５ａ、２
５ｂと２６ａ、２６ｂとの間は配線で接続される。このため、ジョイント４を介して、複
数の発光ユニット３が連結されると、発光ユニット３のプラス側回路同士、マイナス側回
路同士がそれぞれ電気的に接続され、これら回路が通電されると、連結された複数の発光
ユニット３の発光ダイオード１２ａ～１２ｃが発光するようになっている。
【００２２】
　発光ユニット３の発光ダイオード１２ａ～１２ｃは、中心孔１１の中心と基板１０の各
端部１０ａ～１０ｃとの間に形成される線上に配置され、しかも、各端部１０ａ～１０ｃ
から所定の距離Ｌで配置される。そして、連結された発光ユニット３上の発光ダイオード
１２ａ～１２ｃが疎密なくほぼ均等に配置されるよう発光ダイオード１２ａ～１２ｃの各
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端部１０ａ～１０ｃからの距離Ｌとジョイント４の縦寸法ｍ１とが設定されるようになっ
ている。係る構成とすることにより、発光ユニット３を多数連結してイルミネーション装
置２を組み立てて動作させた際、発光ダイオード１２ａ～１２ｃが全体的に均等に光るよ
うになっている。
【００２３】
　電力供給装置５は、商用電源に接続され、交流を直流に変換するＡＣ／ＤＣ変換部３０
と、直流変換された電力をイルミネーション装置２に供給する接続部３１とを備えている
。接続部３１は、一側面にのみ鍔部３２、３３が形成される点が異なる外はほぼジョイン
ト４と同一の構成を備えている。すなわち、接続部３１は、縦横高さがそれぞれ、ｍ１、
ｍ２、ｍ３の寸法を有する合成樹脂製の四角柱状の直方体からなる本体３４を有している
。この本体３４の横寸法ｍ２は、三角形状基板１０の一辺の長さに、本体３４の高さ寸法
ｍ３は、基板１０の厚さ寸法にそれぞれ合致するようになっている。接続部３１の本体３
４には、一側面の長手方向中央部に上面と下面とからそれぞれ外側に向かって半円形状で
突出する上下一対の鍔部３２、３３が形成される。これら上下の鍔部３２、３３は、基板
１０の凹陥部１４と凸条部１５とに合致して形成され、本体３４の鍔部側の側面が、発光
ユニット３の一側面に向き、上下の鍔部３２、３３が基板１０の凹陥部１４に嵌め入れら
れて湾曲曲面１６に当接すると、上下の凸条部１５、１５がそれぞれ鍔部３２、３３に係
止されて、接続部３１は発光ユニット３に連結されるようになっている。
【００２４】
　接続部３１の上側鍔部３２には、接続部３１と発光ユニット３とを連結した際、基板１
０のプラス側端子１７と電気的に接続される接続端子３５が設けられ、この接続端子３５
はＡＣ／ＤＣ変換部３０のプラス側回路に接続される。また、接続部３１の下側鍔部３３
には、接続部３１と発光ユニット３とを連結した際、基板１０のマイナス側端子１９と電
気的に接続される接続端子３６ａ、３６ｂが設けられる。下側鍔部３３の接続端子３６ａ
、３６ｂ同士は配線で接続される。そして、これら接続端子３６ａ、３６ｂはＡＣ／ＤＣ
変換部３０のマイナス側回路に接続される。このため、電力供給装置５が商用電源に接続
され、接続部３１が鍔部３２、３３を介して、発光ユニット３に連結されると、ＡＣ／Ｄ
Ｃ変換部３０のプラス側回路とマイナス側回路とがそれぞれ、発光ユニット３のプラス側
回路とマイナス側回路とに電気的に接続されて通電され、ジョイント４で連結された複数
の発光ユニット３の発光ダイオード１２ａ～１２ｃが発光するようになっている。
【００２５】
　次に、上記実施例に係るイルミネーション装置２の作用について説明する。上記実施例
に係るイルミネーション装置２は、所望の取り付け場所に多数の発光ユニット３をジョイ
ント４を介して自在に組み合わせて設置される（図９参照）。このとき、取り付け場所に
応じて確実にイルミネーション装置２を取り付けるため、中心孔１１を介してねじ等によ
り取り付け場所に固定するようにしてもよい。発光ユニット３がジョイント４により多数
連結されて所望の形状に配置されると、電力供給装置５を商用電源に接続し、接続部３１
の鍔部３２、３３を多数連結されて外縁に配置された発光ユニット３のうちいずれか１の
凹陥部１４に嵌め入れると、接続部３１と発光ユニット３とが連結されるとともに、電力
供給装置５のＡＣ／ＤＣ変換部３０のプラス側回路とマイナス側回路とがそれぞれ、発光
ユニット３のプラス側回路とマイナス側回路とに電気的に接続されて通電され、ジョイン
ト４で連結された複数の発光ユニット３の発光ダイオード１２ａ～１２ｃが発光する。仕
事終了後、電力供給装置５の接続部３１を発光ユニット３から取り外すと、発光ユニット
３の発光ダイオード１２ａ～１２ｃは消灯する。そして、ねじ等を取り外し、組み付けら
れた発光ユニット３とジョイント４を順次取り外す。それぞれ分離された発光ユニット３
とジョイント４は、再度使用することができるようになっている。このように、本実施例
に係るイルミネーション装置２では、作業性とデザインの自由度を向上させることができ
るとともに、個別の発光ユニットを自在に組み合わせて何度も使用することができ、コス
トダウンを図ることができる。
【実施例２】
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【００２６】
　図１０は、本発明の第２の実施例に係るイルミネーション装置１０２を示す平面図で、
上記第１の実施例では、発光ユニット３の基板１０を正三角形状に形成しているのに対し
、第２の実施例では、発光ユニット１０３の基板１１０を上記基板１０の一辺ｍ２と同じ
寸法の辺を有する正四角形状に形成した点、発光ダイオード１１２ａ～１１２ｄを４個設
け、中心孔１１１の中心と基板１１０の各端部１１０ａないし１１０ｄとの間に形成され
る対角線上に配置し、しかも、各端部１１０ａないし１１０ｄから所定の距離で配置した
点を除いて上記第１の実施例とほぼ同一の構成を備えている。発光ダイオード１１２ａ～
１１２ｄの、各端部１１０ａ～１１０ｄからの距離とジョイント４の縦寸法ｍ１とは、連
結された発光ユニット１０３上の発光ダイオード１１２ａ～１１２ｄが疎密なくほぼ均等
に配置されるように設定される。図１１は、発光ユニット１０３の内部の回路を示すもの
で、各発光ダイオード１１２ａ～１１２ｄはそれぞれ３個の発光ダイオードをまとめて構
成し、これら各発光ダイオード１１２ａ～１１２ｄは並列に接続されている。
【００２７】
　図１２の（Ａ）ないし（Ｄ）はそれぞれ、発光ユニットの変形例を示す平面図で、図１
２の（Ａ）～（Ｃ）に示す発光ユニット２０３ａ～２０３ｃは、それぞれ基板２１０ａ～
２１０ｃが正方形に形成され、上記第１第２の実施例における凹陥部１４に相当するジョ
イントとの接続部２１４が、一辺の中央から内部に向かってＴ字状に切り込まれた空隙を
形成して構成される。すなわち、接続部２１４は、基板２１０ａ～２１０ｃの側面中央か
ら内部に向かって後退し凹陥して形成される。これら接続部２１４には、図１２の（Ｅ）
に示すように、Ｈ字状ジョイント２０４が嵌め入れられ、連結される発光ユニット２０３
ａ～２０３ｃの発光ダイオード２１２ａ～２１２ｎの回路同士を接続するようになってい
る。図１２の（Ａ）ないし（Ｃ）はそれぞれ、接続部２１４が２辺、４辺および３辺に形
成された例を示す。図１２の（Ｄ）に示す発光ユニット２０３ｄは、基板２１０ｄが正六
角形に形成され、接続部２１４が各辺に形成されている。図１３の（Ａ）および（Ｂ）は
それぞれ、正方形の発光ユニット２０３ａ～２０３ｃを適宜選択して組み合わせジョイン
ト２０４で接続した例と正六角形の発光ユニット２０３ｄを組み合わせてジョイント２０
４で接続した例を示す。
【実施例３】
【００２８】
　図１４の（Ａ）は、本発明の第３の実施例に係るイルミネーション装置３０２およびそ
の変形例に係るイルミネーション装置３１２を示す平面図で、上記第１および第２の実施
例では、ジョイント４、２０４の接続端子２３、２４、２５ａ、２５ｂ、２６ａ、２６ｂ
が鍔部２１、２２の内側に設けられ、外部に露出しないように構成されるのに対し、第３
の実施例に係るイルミネーション装置３０２では、正方形状基板３０３からなる発光ユニ
ットの各側面３０３ａ～３０３ｄには、中央部に複数の接続孔３０５が形成され、直方体
状のジョイント３０４には、その長手方向両側３０４ａ、３０４ｂにこれら基板３０３の
接続孔３０５に対応して複数の接続ピン３０６を露出させて設けるようにしている。そし
て、これらジョイント３０４の接続ピン３０６を基板３０３の接続孔３０５に挿入して、
基板３０３とジョイント３０４とを接続するとともに、内部の回路を電気的に接続するよ
うにしている。
【００２９】
　図１４の（Ｃ）は、上記第３の実施例の変形例を示すもので、上記第３の実施例では、
ジョイント３０４に接続ピン３０６を設け、この接続ピン３０６を基板３０３の接続孔３
０５に挿入して基板３０３とジョイント３０４とを接続するとともに、回路を電気的に接
続するようにしているのに対し、変形例に係るイルミネーション装置３１２では、ジョイ
ント３１４に接続ピンに代えて長手方向両側３１４ａ、３１４ｂにほぞ状の接続突起３１
６を設け、基板３１３には、この接続突起３１６の形状に合致した接続凹部３１５が形成
されるようになっている。接続突起３１６と接続凹部３１５とには、それぞれ対応する位
置に端子３１６ａ～３１６ｄ、３１５ａ～３１５ｄが形成され、接続突起３１６が接続凹
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部３１５に嵌め入れられて基板３１３とジョイント３１４とが接続されると、これら端子
３１６ａ～３１６ｄ、３１５ａ～３１５ｄを通じて内部の回路と電気的に接続されるよう
になっている。
【００３０】
　図１５の（Ａ）、（Ｂ）および図１６の（Ａ）、（Ｂ）はそれぞれ、ジョイントの変形
例を示すもので、図１５の（Ａ）、（Ｂ）に示すジョイント４０４は、断面等脚台形状の
四角柱状本体４０５を備えている。この本体４０５には、上下の平行面４０６、４０７を
結ぶ傾斜側面４０８、４０９の長手方向中央部に、傾斜側面４０８、４０９と直角に立ち
上がり半円形状で突出する上下一対の鍔部４２１、４２２が形成される。これら鍔部４２
１、４２２は、上側鍔部４２１が基板１０（第１の実施例参照）の上側凹陥部１４ａとそ
こに形成された凸条部１５とに合致して形成され、下側鍔部４２２が下側凹陥部１４ｂと
そこに形成された凸条部１５とに合致して形成されるようになっている。このため、上下
一対の鍔部４２１、４２２が凹陥部１４に嵌め入れられて湾曲曲面１６に当接すると、上
下の凸条部１５、１５がそれぞれ鍔部４２１、４２２の凹部に嵌って係止され、抜け止め
が図られるようになっており、ジョイント４０４は発光ユニット３に所定の角度傾斜して
連結されるようになっている。ジョイント４０４と発光ユニット３とが連続して連結され
ると、イルミネーション装置を立体形状に形成することができるようになっている。
【００３１】
　図１６の（Ａ）、（Ｂ）は、他の変形例に係るジョイント５０４を示し、第１の実施例
に係るジョイント４が、直方体状本体２０の両側面に上下一対の鍔部２１、２２を設けて
いるのに対し、このジョイント５０４では、鍔部５２１、５２２を直方体状本体５０５の
両側面５０５ａ、５０５ｂに形成するだけでなく、上面５０５ｃにも鍔部５２３、５２４
を設けた点が異なっている。係る構成とすることにより、イルミネーション装置を箱状ま
たは筒状に形成することができるようになっている。なお、ジョイントは上記実施例また
は変形例に限られるものではなく、本体を自在な角度に折り曲げ可能に構成し、発光ユニ
ットを所望の角度で傾斜させて接続するようにしてもよい。
【００３２】
　なお、上記実施例では、電力供給装置５は接続部３１を発光ユニット３に接続して通電
するようにしているがこれに限られるものではなく、接続部をジョイント４に接続するよ
う構成してもよい。また、上記実施例では、ジョイント４により連結された発光ユニット
３上で発光ダイオードを疎密なくほぼ均等に配置するよう各発光ユニット３における発光
ダイオードの位置とジョイント４の縦寸法（幅寸法）ｍ１とを設定するようにしているが
これに限られるものではなく、隣接する発光ダイオード同士が互いに等間隔に配置される
ように基板の形状や発光ダイオードの位置、ジョイントの幅寸法を設定するようにしても
よい。さらに、発光ユニットの基板またはジョイント（接続部材）を柔軟部材、例えば、
液晶ポリマーやポリイミド等から構成し、発光ユニットやジョイントを、取り付けられる
部位の表面形状に応じて変形可能に構成してもよい。また、上記実施例では、発光ユニッ
トを平面視正三角形状に形成しているがこれに限られるものではなく、多角形状としても
よいし、外周を曲面に形成してもよい。さらに、発光ユニットを多面体からなる立体形状
としてもよい。また、発光体を発光ダイオードに代えて有機エレクトロルミネッセンスに
より構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の第１の実施例に係るイルミネーション装置を示す全体説明図である。（
実施例１）
【図２】図１のイルミネーション装置を示す斜視図である。
【図３】図１のイルミネーション装置の発光ユニットを示す平面図である。
【図４】図３の発光ユニットの IV－ IV線に沿った断面図である。
【図５】図１のイルミネーション装置のジョイントを示す平面図である。
【図６】図５のジョイントの VI－ VI線に沿った断面図である。
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【図７】図３の発光ユニット内の配線を示す説明図である。
【図８】発光ユニットとジョイントとの端子の接続関係を示す説明図である。
【図９】発光ユニットとジョイントとの組み立て状態を示す説明図である。
【図１０】本発明の第２の実施例に係るイルミネーション装置を示す全体説明図である。
（実施例２）
【図１１】図１０のイルミネーション装置の回路を示す説明図である。
【図１２】（Ａ）ないし（Ｄ）はそれぞれ、発光ユニットの変形例を示す平面図、（Ｅ）
はこれら変形例に係る発光ユニットのジョイントを示す平面図である。
【図１３】（Ａ）および（Ｂ）はそれぞれ、図１２の（Ａ）ないし（Ｃ）に示す発光ユニ
ットを組み合わせて構成したイルミネーション装置の一例を示す説明図および図１２の（
Ｄ）に示す発光ユニットを組み合わせて構成したイルミネーション装置の一例を示す説明
図である。
【図１４】（Ａ）は、本発明の第３の実施例およびその変形例に係るイルミネーション装
置を示す平面図、（Ｂ）および（Ｃ）はそれぞれ、第３の実施例に係るイルミネーション
装置の基板とジョイントとの接続を示す説明図とその変形例に係るイルミネーション装置
の基板とジョイントとの接続を示す説明図である。（実施例３）
【図１５】（Ａ）、（Ｂ）はそれぞれ、ジョイントの変形例を示す平面図および断面図で
ある。
【図１６】（Ａ）、（Ｂ）はそれぞれ、ジョイントの変形例を示す平面図および断面図で
ある。
【符号の説明】
【００３４】
　２　イルミネーション装置
　３　発光ユニット
　４　ジョイント（接続部材）
　５　電力供給装置
　１２ａ～１２ｃ　発光ダイオード（発光体）
　１３ａ、１３ｂ　回路
　１７、１９　端子
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